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町田市立公園条例の一部を改正する条例 

町田市立公園条例（昭和４５年１２月町田市条例第３８号）の一部を次のように改

正する。 

次の表に掲げる規定の下線を付した部分について改正する。 

改正後 改正前 

（行為の制限） （行為の制限） 

第３条 市立公園において、次に掲げる行為を

しようとする者は、市長（地方自治法（昭和

２２年法律第６７号）第２４４条の２第３項

に規定する指定管理者（以下「指定管理者」

という。）が管理する市立公園においては、

指定管理者。次項及び第３項において同じ。）

の許可を受けなければならない。 

第３条 都市公園において、次の各号に掲げる

行為をしようとする者は、市長の許可を受け

なければならない。 

（１）募金、署名運動その他これらに類する行

為をすること。 

（１）行商、募金その他これに類する行為をす

るとき。 

（２）物品販売その他の営業行為をすること。  

（３）業として、写真、映画等を撮影すること又

は録音をすること。 

（２）業として、写真または映画を撮影するこ

と。 

（４）興行をすること。 （３）興業を行なうこと。 

（５）競技会、展示会、集会その他これらに類す

る催しのために、市立公園の全部又は一部

を独占して利用すること。 

（４）競技会、展示会、集会その他これに類する

催しのために、都市公園の全部または、一部

を独占して利用すること。 

２ 略 ２ 略 

３ 市長は、前２項の許可をするに当たっては、

市立公園の管理上必要な範囲内で条件を付す

ことができる。 

３ 市長は、前２項の許可に都市公園の管理上

必要な範囲内で条件を付し、または制限をす

ることができる。 

４ 第１項又は第２項の許可（市長が管理する

市立公園に係るものに限る。）を受けた者は、

当該許可を受けた日から１月以内に、別表第

１に定める額の使用料を納入通知書により納

付しなければならない。 

 

５ 市長は、必要があると認めるときは、使用

料を減額し、又は免除することができる。 

 

（有料公園施設） （有料公園施設） 

第７条 有料公園施設は、別表第２に定めると

おりとする。 

第７条 有料公園施設は、別表第１に定めると

おりとする。 
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２ 有料公園施設の利用時間等は、別表第３に

定めるとおりとする。 

２ 有料公園施設の利用時間等は、別表第２に

定めるとおりとする。 

３ 有料公園施設の休館日又は休場日は、別表

第４に定めるとおりとする。 

３ 有料公園施設の休館日又は休場日は、別表

第３に定めるとおりとする。 

４ 略 ４ 略 

（修景施設の入園料） （修景施設の入園料） 

第８条 有料公園施設のうち修景施設を利用す

る者は、別表第５に定める入園料を納付しな

ければならない。 

第８条 有料公園施設のうち修景施設を利用す

る者は、別表第４に定める入園料を納付しな

ければならない。 

２・３ 略 ２・３ 略 

（駐車料金） （駐車料金） 

第８条の２ 略 第８条の２ 略 

２ 駐車料金は、別表第５に掲げる額の範囲内

において、規則で定める額とする。 

２ 駐車料金は、別表第４に掲げる額の範囲内

において、規則で定める額とする。 

３ 前項の規定にかかわらず、公園内の行事等

により駐車場の混雑が予想される日であらか

じめ市長が指定する日においては、当該駐車

場の駐車料金（大型自動車（道路交通法（昭

和３５年法律第１０５号）第３条に規定する

大型自動車をいう。第１７条の２及び別表第

５において同じ。）に係るものを除く。）は、

次の各号に掲げる区分に応じ、それぞれ当該

各号に定める額を上限として、規則で定める

額とすることができる。 

３ 前項の規定にかかわらず、公園内の行事等

により駐車場の混雑が予想される日であらか

じめ市長が指定する日においては、当該駐車

場の駐車料金（大型自動車（道路交通法（昭

和３５年法律第１０５号）第３条に規定する

大型自動車をいう。第１７条の２及び別表第

４において同じ。）に係るものを除く。）は、

次の各号に掲げる区分に応じ、それぞれ当該

各号に定める額を上限として、規則で定める

額とすることができる。 

（１）～（３）略 （１）～（３）略 

４ 前２項の規定にかかわらず、駐車場が設置

されている公園を指定管理者が管理するとき

は、駐車料金は、別表第５に掲げる額又は前

項に規定する額の範囲内において、指定管理

者が市長の承認を得て定めるものとする。 

４ 前２項の規定にかかわらず、駐車場が設置

されている公園を地方自治法（昭和２２年法

律第６７号）第２４４条の２第３項に規定す

る指定管理者（以下「指定管理者」という。）

が管理するときは、駐車料金は、別表第４に

掲げる額又は前項に規定する額の範囲内にお

いて、指定管理者が市長の承認を得て定める

ものとする。 

５・６ 略 ５・６ 略 

（指定管理者が行う業務） （指定管理者が行う業務） 

第１０条 指定管理者は、次に掲げる業務を行

うものとする。 

第１０条 指定管理者は、次に掲げる業務を行

うものとする。 

（１）略 （１）略 
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（２）第３条第１項に規定する行為に係る許可

に関すること。 

 

（３）略 （２）略 

（４）前３号に掲げるもののほか、市長が指定

する業務 

（３）前２号に掲げるもののほか、市長が指定

した業務 

（休館日等の変更） （休館日等の変更） 

第１５条 第７条第３項及び第４項の規定にか

かわらず、市長又は指定管理者は、必要があ

ると認めるときは、有料公園施設のうち別表

第３の３の表に掲げる運動施設及び別表第３

の４の表に掲げる会議室等（以下「運動施設

等」という。）並びに駐車場の休館日若しく

は休場日（以下この条において「休館日等」

という。）を変更し、又は臨時に休館日等を

定めることができる。ただし、指定管理者が

休館日等を変更し、又は臨時に休館日等を定

めるときは、市長の承認を受けなければなら

ない。 

第１５条 第７条第３項及び第４項の規定にか

かわらず、市長又は指定管理者は、必要があ

ると認めるときは、有料公園施設のうち別表

第２の３の表に掲げる運動施設及び別表第２

の４の表に掲げる会議室等（以下「運動施設

等」という。）並びに駐車場の休館日若しく

は休場日（以下この条において「休館日等」

という。）を変更し、又は臨時に休館日等を

定めることができる。ただし、指定管理者が

休館日等を変更し、又は臨時に休館日等を定

めるときは、市長の承認を受けなければなら

ない。 

（利用料金） （利用料金） 

第２１条 指定管理者が管理する市立公園に係

る第３条第１項若しくは第２項の許可を受け

た者又は運動施設等及びその附属設備（以下

「施設等」という。）を利用しようとする者

は、その許可又は利用に係る料金（以下これ

らを「利用料金」という。）を、指定管理者に

支払わなければならない。 

第２１条 利用者は、運動施設等及びその附属

設備（以下「施設等」という。）を利用すると

きは、利用料金を支払わなければならない。 

２ 利用料金は、別表第１及び別表第５に定め

る額の範囲内において、指定管理者が市長の

承認を得て定めるものとする。 

２ 利用料金は、別表第４に定める額の範囲内

において、指定管理者が市長の承認を得て定

めるものとする。 

３～５ 略 ３～５ 略 

（占用の許可の申請書の記載事項等） （占用の許可の申請書の記載事項） 

第３２条 略 第３２条 略 

２ 法第６条第３項ただし書に規定する条例で

定める軽易な変更は、次に掲げるものとする。 

 

（１）占用物件の模様替えで、当該占用物件の

外観又は構造の著しい変更を伴わないもの 

 

（２）占用物件に対する物件の添加で、当該占

用物件の占用者がその占用の目的に付随し

て行うもの 
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 （工作物等を設けない占用） 

第３３条 削除 第３３条 工作物その他の物件又は施設（以下

「工作物等」という。）を設けないで都市公

園を占用しようとする者は、市長に申請し、

その許可を受けなければならない。 

（占用料） （占用料） 

第３４条 法第６条第１項に規定する占用の許

可を受けた者は、別表第６に定める占用料を

納付しなければならない。 

第３４条 法第６条第１項又は前条に規定する

占用の許可を受けた者は、別表第５に定める

占用料を納付しなければならない。 

（工作物等を保管した場合の公示事項） （工作物等を保管した場合の公示事項） 

第３７条 法第２７条第５項の条例で定める事

項は、次に掲げるものとする。 

第３７条 法第２７条第５項の条例で定める事

項は、次に掲げるものとする。 

（１）保管した工作物その他の物件又は施設（以

下「工作物等」という。）の名称又は種類、

形状及び数量 

（１）保管した工作物等の名称又は種類、形状

及び数量 

（２）～（４）略 （２）～（４）略 

 （公園の占用の許可）  （公園の占用の許可） 

第４３条 略 第４３条 略 

２ 前項の許可を受けようとする者は、占用の

目的、占用の期間、占用の場所、物件の構造及

び第３２条第１項で定める事項を記載した申

請書を市長に提出しなければならない。 

２ 前項の許可を受けようとする者は、占用の

目的、占用の期間、占用の場所、物件の構造及

び第３２条で定める事項を記載した申請書を

市長に提出しなければならない。 

３ 略 ３ 略 

（準用） （準用） 

第４５条 第４条から第６条まで及び第３４条

から第３６条までの規定は、都市公園以外の

公園について準用する。 

第４５条 第３条から第６条まで及び第３３条

から第３６条までの規定は、都市公園以外の

公園について準用する。 

付 則 付 則 

（施行期日） （施行期日） 

１ 略 １ 略 

（施設等の管理の特例） （施設等の管理の特例） 

２ 略 ２ 略 

３ 前項の場合において、市長は、別表第５の

３の表から５の表までに定める額の範囲内に

おいて規則で定める額の使用料を利用者から

徴収するものとする。 

３ 前項の場合において、市長は、別表第４の

３の表から５の表までに定める額の範囲内に

おいて規則で定める額の使用料を利用者から

徴収するものとする。 

４ 略 ４ 略 

別表第１（第３条関係）  
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行為の種類 単位 使用料

の額 

募金、署名運動その他

これらに類する行為 

１平方

メート

ルにつ

き１日 

１２円 

物品販売その他の営業

行為 

業として、

写真、映画

等 を 撮 影

す る こ と

又 は 録 音

を す る こ

と 

写真撮影

又は録音 

１時間 １００

円 

映画、テ

レビ又は

ビデオの

撮影 

１時間 ６，０

７０円 

興行をすること １平方

メート

ルにつ

き１日 

１２円 

競技会、展示会、集会そ

の他これらに類する催

しのために、市立公園

の全部又は一部を独占

して利用すること 
 

 

 備考  

１ 使用料の額の計算基礎となる使用面

積のうち１平方メートル未満の端数は、

１平方メートルに切り上げるものとす

る。 

 

２ １日未満又は１時間未満の端数は、そ

れぞれ１日又は１時間に切り上げるも

のとする。 

 

別表第２（第７条関係） 別表第１（第７条関係） 

略 
 

略 
 

別表第３（第７条関係） 別表第２（第７条関係） 

略 
 

略 
 

別表第４（第７条関係） 別表第３（第７条関係） 

略 
 

略 
 

別表第５（第８条、第８条の２、第２１条関係） 別表第４（第８条、第８条の２、第２１条関係） 

１ 修景施設  １ 修景施設 
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略 
 

略 
 

備考 別表第３に定める有料開園期間以外の

期間の入園料は、無料とする。 

備考 別表第２に定める有料開園期間以外の

期間の入園料は、無料とする。 

２～５ 略 ２～５ 略 

別表第６（第３４条関係） 別表第５（第３４条関係） 

 占用料 

種別 単位 金額（円） 

略 略 略 

資材の置場その他の

都市公園の全部又は

一部を占用するもの 

１平方

メート

ル、１

日 

６ 

 

種別 単位 金額（円） 

略 略 略 

写真撮影のための常

時の占用 

 

 

撮影機

１台、

１月 

７，４４０ 

写 真 撮

影 の た

め の 臨

時 的 な

占用 

写真撮影 １時間 １００ 

映画、テ

レビ又は

ビデオの

撮影 

１時間 ６，０７０ 

そ の 他

の占用 

興行、競

技会等 

１平方

メート

ル、１

日 

１２ 

その他の

場合 

１平方

メート

ル、１

日 

６ 

 

備考 備考 

１ 略 １ 略 

２ 占用料の額の計算基礎となる占用面積

のうち１平方メートル未満の端数は１平

方メートルに、占用の長さのうち１メー

トル未満の端数は１メートルに、それぞ

れ切り上げるものとする。 

２ 占用料の額の計算基礎となる占用面積

で１平方メートル未満のもの又は１平方

メートル未満の端数は１平方メートル

に、占用の長さで１メートル未満のもの

又は１メートル未満の端数は１メートル

に、それぞれ切り上げるものとする。 

３ 占用料の額が、１日を単位として定め

られている場合においては、１日未満の

端数は、１日に切り上げるものとする。 

３ 占用料の額が、１日又は１時間を単位

として定められている場合においては、

１日未満又は１時間未満の端数はそれぞ

れ１日又は１時間に切り上げた単位数を
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乗じたものとする。 

 ４ 写真撮影を伴わない録音は、写真撮影

の場合に準ずる。 
 

附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、令和６年４月１日から施行する。ただし、第３２条の見出しの改正

規定及び同条に１項を加える改正規定並びに第４３条第２項の改正規定は、公布の

日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例による改正後の第３条及び別表第１の規定は、この条例の施行の日以後

に行う改正後の第３条第１項各号に掲げる行為（次項において「制限行為」という。）

について適用する。 

 （準備行為） 

３ この条例の施行の日以後の制限行為に関し必要な手続その他の行為は、同日前に

おいても、この条例による改正後の町田市立公園条例の規定の例により行うことが

できる。 
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